
BUTTERFLIES 
I 

WOULD that1 I could hope for the 
luck of that Chinese scholar 
known to Japanese literature as 
" Rosan " !2 For he was belov­
ed by two spirit-m.aidens, celestial 
sisters, who every ten days came 

to visit him and to tell him stories about butterflies. 
Now there are marvelous Chinese stories about 
butterflies—ghostly stories ; and I want to know 
tlie�1. But never shall I be able to read Chinese, nor 
even Japanese; and the little Japanese poetry that I 
manage, with exceeding difficulty, to translate, con-­
tains so many allusions to Chinese stories of butter­
flies that I am tormented·with the tor1nent of 
Tantalus. 3 ••• ……And, of course, no spirit-maidens 
will ever deign4 to visit so skeptical a person as 
myself. 

註 1. Would that —I wish. Would that it were so さうあれば
さ思ふがCざうし仕様が無い）。

2・ 稽雁帷蒻苑さいふ書に、劉子瘤居鷹山、 有五採雙蝶� 遊花
上、其大如燕、 後化二女、 来合歓云々の文旬あろしな繹
者は承知す。先生に材料を供給され L 人が劉子瘤を誤つ
て鷹山さl.1ころに非すやさ愚考す。 兎Iこ角繹者に(1此婚
説の出虞不明。



蝶
一

H
本文學には『ロザン』といふ名で知れ

て居るあの支那の學者の幸運を自分

は希望する事が出来ればと思ふ！ 此

人は,. 十日毎に訪ねて来ては蝶の話

をして臭れた、 天女であった、 精霙

の乙女二人に愛せられて 居たからで

ある。 さう、 支那には蝶に闘した不恩議な物語—妖怪

的物語一があるo 自分はそれが知りたい。 だが永久自

分は支那文を、 いや日本文すら、讀む事が出来なからう。

そして自分が� 非常な困難をして 畜 どうにか醜謁し了ほ

す少許の日本詩歌にふ 支那の蜘蝶物語を暗指して居る

ところが甚だ多いので｀ 自分はタンタラスの苦に苦めら

れて居るのである。………そして、 固よりの事、自分のや

うな懐疑的な男をいつか訪ねて哭れるやうな精嬢の乙女

なんか一人もあるまい。

3. Tantalus肴朧稗話に櫨れば、 ZeusさPluto さの間に生
れし子にて、 PelopsさNiobeの父なり。LydiaのMount
Sipylusの王なりしが、神の秘密な洩したろ偽め、 Tartarus

さいふ深淵地獄に墜ち、 顎まで11tに浸り居り、 渇l -C水
な飲まんこすれば水退き、 飢餓の苦ぶ罪'IJ L J1Jらる。 こ
の為めtantalize (じらす、なぷろ） ・こいふ動詞も生じt: リ。

4. deign身な屈じ(.........するとな肯んする。
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I want to know, for example, the whole story of 
that Chin函 maiden whom the butterflies took to be 
a, flower, and followed in multitude, —so fragrant 

and fair was she.1 Also I should lilce to know some­

thing more concerning the butterflies of the Emperor 
Genso, or Ming IIwang, who n1ade them choose his 

loves for him. . . . . . . Ile nsed to hold wine-parties in 

bis amazing garden ; and ladies of exceeding beauty 

were in attendance ; and caged butterflies, set free 

among them, would fly to the fairest ; and then, upon 

that fairest the Imperial favour was bestowed. But 
after Genso Kotei had seen Yokihi (whom tbe Chinese 

call Yang-Kwei-Fei), he would not suffer the butter­
flies to choose for hin1, 2—which was unlucky, as Yokihi 

got him into serious trouble…. . .  Again, I should like 
to know more about the experience of that Chinese 

scholar, celebrated in Japan under the name of 潤shu,
who dreamed that he was a butterfly, and had all 
the sensations of a butterfly in that dream.3 For bis 
spirit bad really been wandering about in the shape 

of a butterfly; and, when he awoke, the memories 

and the feelings of butterfly existence remained so 
vivid in his mind that he could not act like a human 

註 1 . 繹者此物語の 出典を知 ら すc
2. 開元遺事に 明皇宮中春宴、 令妃撲各挿額花、 帝親提粉蝶

放之、 譴蝶所止幸之、 謂元蝶、 幸揚氾、 専寵、 不復此戯 さ
あ り 。
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例 を畢げて云へば、 そ の女 を 蝶が花だ と 思つて 、 群を

為 して後 と を 追つた —ー そ れ程に匂 ひ香んば し く 叉美は

しかつた と いふ 、 そ の 支那の 乙女の身の上 全罷 を 自分は

知 り たい。 そ れか ら ま た 冒 錮蝶に 自分の愛人 を 選ばせた

と いふ 玄宗皇宗 即 ち ミ ン 、 ヒ ワ ン 帝の蝶に 就い て も つ と

知 り た い も の だ と 恩ふ0 • ……. .  帝は そ の驚 く 可 き 庭園 で

酒宴 を 催 う さ れた も の だ。 それに は 非常 に 美 しい 婦 人

が 陪侍を し て 居た。 そ して 籠に 入れて あ る 蝶 を そ の 美

人 の 間へ 放たれる と 、 蝶は そ の 中 の 一 番 美 し い 婦人 の

虞へ行つて と ま る ので あった。 す る と その 一番に 美 しい

姉人へ皇帝の寵は輿へ ら れ る ので あ つた。 と こ ろ が 玄宗

皇帝 が 楊貴妃 （支 那 人 は ヤ ン 、 ク エ イ 、 フ エ イ と 呼ぶ）

を 眼に せ られてか ら と いふ も の 、 蝶 に 愛 人 を 揮ばせ る

こ と を さ せ ら れな かつた 一ー それは 不幸な 事で あった。

と いふは 、 楊貴妃が 帝 を 非常な 困難へ陥 ら し め た か ら。

……… それか ら ま た 、 日 本 では ソ ウ シ ユ ウ と いふ名 で

有名 な 支那の學者で、 自分が蝶に な った夢 を 見、 そ の夢

の裡で蝶が有つ あ ら ゆ る 感 じ を経験 した と い ふ 、 あ の支

那の 學者の 経験に 就いて も つ と 姉 り た い も の だ と 思ふ。

此人の精神は 質際 蝶の姿に成つて さ ま よ ひ あ る い た の で

あ つた。 それで眼が覺 め た時 、 蝶の生涯の記憶や 感情が

3· 荘子に 、 昔荘 周夢為瑚蝶、 楕 々然瑚蝶不知周也 、 俄然覺、
則遁々然周也不知周 之夢為瑚蝶、 瑚蝶之偽周 、 I月典瑚蝶、
必有分突、 此謂物化 さ あ り 。
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being . • •  � . .  Finally I should like to know the text of a 
certain Chinese official recognition1 of sundry butter­

flies as the spirits of an Etnperor and of his attend-
ants . . . …. . .  

Most of the Japanese literature about butterflies, 
�xcepting some poetry, appears to be of Chinese 

origin ;2 and even that old national aesthetic feeling on 

the subject, ,vhich found such delightful expression3 in 
Japanese art and song and custom, may have been first 
developed under Chinese teaching. Chinese precedent 
doubtless explains why Japanese poets and painters 

chose so often for their Geimyo, or professional ap­

pellations, such names as Chomu (" Butterfl) ... -Dream), 
" Icho ('' Solitary Butterfly), ' ' etc. And even to this 

day such geimyo as Chohana (" Butterfly-Blossom "), 
Chokichi (" Butterfly-Luck "), or Chonosuke (" But­

terfly-IIelp "), are affected4 b)... dancing-girls. Besides 

artistic r1ames having reference to b·utterflies, · there 
are still in use real personal names (yobina) of this 

kind, —such as Kocho, or Cho, meaning " Butter ... 

fly." They are borne by women only, as a rule, — 

though there are some strange exceptions. ….. . . . .  And 
here I may mention that, in the province of Mutsu, 
there still exists the curious old custom of calling the 

.-、_,-..、^
誌 I .  此出典鐸者 に は 不明 。

2. of Chinese origin— to originate in China . 
3. found such delightful expression = ,vas manifested so de­

lightfully. 
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そ の心 中 に 餘 り に生 き 々 々 と 残つて 居たので 畜 人間のや
う な行為が出来な かつた と い ふ ど で あ る 。 …… …最後に 自

分は種々 な蝶 を ば 或 る 皇帝 と そ の従者 と の霙魂だ と 認め
た或 る 支那の 公認の原文 を 知 り た い も の だ と 思ふc

鯛蝶に闘す る 日 本文學の大半は 、 僅かの詩歌 を 除い て 、
支那起源の も ので あ る ら し い。 日 本の藝術や 歌や 習慣に
あ ん な に愉快に表現 さ れて居 る 、 此題 目 に 就い て の 、 あ の
古 い 國民的 審美感念す ら も 、 初 め は 支那の教の下 （ も と ）
に 啓褻 さ れた も の か も 知れぬ。 日 本の 詩人 及び 蓋エが �

そ の ゲ イ ミ ヤ ウ 即 ち 職業上の稲呼に 、 テ フ ム （蝶夢） 5

ィ ッ テ フ （ 一蝶） 6 と いふや う な 名 を あ ん な に履々 選ん だ
の は、 支那に 先例が あ つた か ら だ と い ふの で 説明が出来

る 。 そ して今 日 で も 、 テ フ ハ ナ （蝶花） 、 テ フ キ チ （蝶吉）、
テ フ ノ ス ケ （蝶之助） と いふや う な 藝名 を 藝者が 好ん で
用 ひ て居 る 。 鋤蝶に 闘係の あ る 藝名 の ほ か に 、 そ ん な種
類の質際の 名 （ ヨ ビ ナ ） 一ー 「蜘蝶」 と い ふ意味の コ テ フ
或は テ フ と いふや う な 一ー が 今 猶 ほ 用 ひ ら れて 居 る 。
そ ん な 名 は 、 概 して 、 女だ け が有つ て居 る 、7 ー一尤 も 珍 ら
し い例外は あ る がo ……… そ し て此虐へ書い て も よ か ら う
と 思ふが � 陸奥の 國では 、 一家の末娘 を テ コ ナ と 呼ぶ
珍奇な 古い習慣が 今猶ほ存在 して居 る 。 こ の 他では腹語

4• 遥ect li 此虚で は to use by preference � か to take pleasure 

in な り 。

5 ・ 俳人の五升庵蝶夢（寛政四年六十四 に て投）。
6. 蓋工の英一蝶（享保九年七十三 に て 投） 。
7. 繹者嘗て 先生の 為 に 女の名 な 蒐集分類 し た ろ t あ り し

が、 1880-1 895 間の 女子高等師範學校生徒及卒業生の う ち
に こ の 名 あ る な見出 Lた り 。 然 し普通．人の 名 に は 多 か ら ね
や う な り 。『 8 本 の女の名 』 こ い ふー文 Shadowings に 収 め ら

れ居れば、 さ る c l こ 趣味あ ろ 讀者 は就い "'C 一讀 さ れfこ し 。
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youngest daughter lll a family Tekona, —which 
quaint word, obsolete elsewl1ere, signifies in M11tsu 
dialect a butterfly.1 In classic time this word signified 
also a beautiful woman. …• • e # • • 

It is possible also that some weird Japanese be­
liefs about butterflies are of Chinese derivation ; but 
these beliefs 1night be older than China herself. The 
most interesting one, I think, is that the soul of a 
Jiving person2 may wander about in the form of a 
butterfly. Some pretty fancies have been evolved3 out 
of this belief, —s11ch as the notion that if a butterfly 
enters your guest-room and perches behind the 
bamboo screen, the person whom you most love is 
coming to see you. That a butterfly may be the 
spirit of somebody i� not a reason for being afraid of 
it. Nevertheless there are times when even butter­
fl ies can inspire fear by appearing in prodig-ious num• 
be-rs; and Japanese · history records such an event. 
When 1"aira-no-Masakado was secretly preparing for 
his famous revolt, there appeared in Kyoto so vast a 
s warm of butterflies4 that the people were frightened, 
—thinl{ing the apparition5 to be a portent of coming 

,______. 
註 I . 倭訓栞に 、 て ふ蝶を よ む は 音な り 。 相模下野陸奥 に て デ

フ マ ヽ 津軽 に カ ニ ベ 又 テ コ ナ 云 々 さ あ り 。
2. 悛心集に 佐國愛華成蝶事 l い ふ題に て 人 の蝶 こ な り し 賃じ

事 あ り 。 さ ろ 隊説和漢 に例多 l 。
3. evolve = unfold or develop. 

4・ 吾妻鏡に 次記の文あ り 。 寛元五年三月 十七 H 庚午、 黄蝶
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に な つて 居 る � 奇妙な 語は 、 陸奥の方言 では蝶 と いふ意

味で あ る 。 古典時代に は 此 語 は ま た美女 と いふ 意味 も

有つ て居つたo… … …

蜘鰈に 開 す る 日 本人 の 奇妙不思議な信仰の う ち で 共 源

を 支那に疲 して 居 る も のが あ る と い ふ ど は ま た 有 り さ う

な ど で あ る 。 が そ ん な 信仰は 或は 支那 そ の も の よ り も

古い も の か も 知れぬ。 一 番 趣 味あ る 信仰は 生 き て居 る

人間の 魂 が 蝶 の 姿 に な って さ ま よ ひ あ る ＜ ど が あ る と

い ふの だ ら う と 自 分は思ふ。 此信仰か ら し て 面 白い空想

が 猿展 し米つ て居 る 。 例へば、 蝶が 客間へ 入つ て来て 畜

段戸 の裏へ と ま る と � 一番好い て る 人が 會ひに やつ て来

る と い ふ考な ど それで あ ゐ 。 蝶は 誰かの 魂か も 知れぬ と

い ふ事は 、 蝶 を 恐が る 理由 に は な って 居 ら ぬo が 然 し 畜

蝶で も 。 非常 に澤山 に 出 て来て � そ れで 人の恐怖心 を 惹

起 し得 る 時があ る 。 現に 日 本の歴史に そ ん な 出来事の記

録が あ る 。 平の将門が 、 そ の有名 な 謀反 を私か に準備 し

て 居 る 時 に � 京都に莫大な蝶の 群が 現はれた ので 畜 時の

人 は こ の 出現 を 凶 兆 と 考へて 大に長怖 した。 ． …… … 多分

そ の時の蝶は 、 戦に死ぬ る 運命 を 有つて居つ て � そ し て

飛、 凡充満鎌倉中 、 是兵革兆也、承平則常陸下野天喜、 外陸
奥出羽四箇國之間、 有其怪、 i舒門貞任等及闘戦詑、 而今此
事出来、 猶若可有東國兵僑l歎之 由、 古老之所疑也。

5. apparition 普通に は妖怪、 幽霊等の意味に用ふれ ゞ し 、 此
虞 に て は此語の本来の意義曲 ち appearan€e (殊9こ remark-
able な ） の意義に用ひある な り 。
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evil. . . . . • •• • . Perhaps those butterflies were supposed 
to be the spirits of the thousands doomed to Jlerish 
in battle, a11d agitated on the eve of war by some 
mysterious premonition of death. 

However, in Japanese belief, a butterfly may be 
the soul of a dead person1 as well as of a living per ­
son. Indeed it is a custom of souls to tal{e butterfly­
shape in order to announce the fact of their final 
departure from the \ body; and for this reason any 
butterfly which enters a house ought to be kindly 
treated. 

To this belief, and to queer2 fancies connected 
with it, there are many.. allusions in popular drama. 
For exitmple, there is a well-known play called 1011de­
deru-Kocho-no--Kanzashi ; 3 or, " The Flying IIairpin 
of Kocbo." Kocho is a beautiful petson who kills 
herself because of false accusations and. cruel treat­
ment. Iler would-be4 avenger long seeks in vain for 
the author of the wrong.5 But at last the dead 
woman's hairpin turns into a butterfly, and serves as 
a guide to vengeance by hovering above · the place 
where the villain is hiding. 

註 I .  支那 に も 多 し。 宋周密癸辛雑志 に 次肥の文 あろ な 見 ろ 。
楊臭字 明 之姿江氏少文連歳得之 、 明 之客死之 明 B 、 有瑚蝶、
大如掌、 徘循於江氏之傍 、 党 8 乃去、 及聞訃其蝶復来、 続
江氏 飲食起居不置也、 蓋明 之不能割患 於少支稚子、 故化蝶
以蹄耳。

2. queer一odd ; singular ; quaint. 
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何か 不可恩議な死の前知 ら せの 為 め に � 戦争のつい前に

動揺を 感 じた 、 幾千の人の 魂 で あ る と 想 はれたので あ

ら う 。

が 然 し、 日 本人の信仰では 、 蝶は生 き て居 る 人 の魂 と

思はれて居 る と 同様、 死人の魂だ と 思はれて居る と も あ

る 。 現に 、 最後に 肉罷 を 離れ る 事賓 を告知す る 為 め に は
魂は 蝶の姿を 採る ど に なって居 る 。 それで、 そ の為 め に 畜

ど ん な 蝶で も 家の 中へ入 る蝶は 親切に 取扱つて や る べ も
の で あ る 。

通俗な 戯曲 の 中 に は 、 上述の 信仰 併び に それに闘聯 し
た い ろ ん な 奇異な 信仰を 暗示 して居 る 虞が 澤山 に在 る 。
例 を 攀げ る と 、 「 ト ン デーデルー コ テ フ ー ノ ーカ ンザシ」

即 ち 『飛んで 出 る 蜘蝶の獅』 と いふ能 く 人の知つて居 る
芝居が あ る 。 蜘蝶 と い ふ 美人が あつて 、 無質の罪 を着せ

ら れ残酷な 取扱を 受け る の で自殺す る 。 そ の女の仇 を 討
つてや ら う と いふ男が そ の 非違の本人 を長い間か し つて

探すが分 ら ぬ。 然 し到頭死んだ そ の女の管が蝶に菱 じ て 、

そ の 悪漢が隠れて居 る 場虞の上を 飛んで 仇討の手引 を す

る の で あ る 。

3・ 典握不明 。
4・ 普通 は would.be (:t vainly pretending to be (自 稲の 、 自 分

免許の 、 で い 似而非） の意に用 ふ れ ゞ し 、 此虞 に て は 皐
に wishitJ.g to be (な っ て や ら う こ 思っ て ろ ） の意 な り 。

5 . wrong=非行、 不法行為。 人の right (儘利） を害す る と 、
t い ふが原意な り 。 言ふ迄 t 無 く 普通名 詞。
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ーOf course those big paper butterflies (o-cho and 
me-cho) which figure1 at weddings must not be 
thought of as having any ghostly signification. As 
emblems they only express the joy of loving union, 
and the hope · that the newly married couple may 
pass through life together as a pair of butterflies flit 
lightly through some pleasant garden, —now hover­
ing upward, now downward, but never widely 
separating. 

II 

A small selection of hokku on butterflies will 
help to illustrate Japanese inte·rest in the aesthetic 
side of the subject. Some are pictures only, —tiny 
color-sketches made with seventeen syllables ; some 
are nothing more than pretty fancies, or graceful 

suggestions ; —but the reader will find variety. Pro­
bably he will not care much for the verses in them­

selves. The taste for JaJJanese poetry of the epigram .. 
matic2 sort is a taste that must be slowly acquired ; 

and it  is only by degrees, after patient study, that the 
possibilities of such con1position can be fairly estimat­

ed. IIasty criticis1n has declared that to put for­
ward any serious claim 011 behalf of seventeen-syllable 

/"、こ.,.,.,_,.,....._.

註 1 . 姿を現は す 、 顕l! れ出 ろ 。
2. Epigrammatic エ ピ ク・ ラ ム 的。 エ ピ ク・ ラ ム は奇曽な寸鐵入

な刺す底の短い詩な り 。 sbelley ( 1 792-1822) の The Begin• 
ning and the End さ 題せ ろ 下記の短詩の如 さ が そ れな り 。
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一婚轄の場合に そ の 姿を見せる あ の大 き な 紙製の蝶

（雄蝶と雌蝶） は固 よ り 何等心震的な意義 を有つて居る も

のと 考へて はな ら ぬ。 象微と して� 愛の 結合の 喜悦と、

新婚の夫婦が業 しい庭園 を軽々 と一一或 は飛び上 見 或 は

舞ひ下 り るが 決 して遠 く は 離れすに一 翔る番の蝶の や

うに 一所に 一生 を過ごすや う に と の希望と を表は す もの

に過ぎな い。

――
 

蜘蝶に就いての ホ ツ ク の小蒐集 は、 此題 目 の審美的方

面 の日本人 の 趣味 を 設明 する役に立つか も 知れぬ。 或物

は た ゞ 絢で ある 一 ＋七文字で 出来て居る小い さ な色付

のス ケ ツ チに過 ぎぬ。 或物 は 一寸面 白 い思 ひ付か、 或は

優雅な 暗示かに他な らぬ。 だが 讀者は菱化を見出 さ る L

と であ ら う 。 讀者は 或は こ の詩句 そ の も のには餘 り 好か

れぬか も知れぬ。 エ ピ グ ラ ム 風な 日 本の詩に封する趣味

は � 徐 に々得な けれぼな ら ぬ 趣味である。 そ して斯か る

作品 の可能性を 立派に 評債の出来るのは、 辛抱づ よ い研

究の後、 次第 々 々 で な き やな ら ぬどである。 ＋七文字の

詩 の為めに難護 し て 何等 館面 目 な 要求 を為す な ど 『途方

も無い と だ』 と 軽卒な批評 を 下 した 人 がある。 然 し 冒 それ

The babe is at peace within the womb, 
The corpse is at rest within the tomb, 

We begin in what we end. 

赤ん坊 lt 胎内 に 在つ て 安 ら か に、
屍龍li 墓中 に在つて 安け し。

始 に終 ミ ーな り 。
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poems " would be absurd." But what, then, of 

Crashaw's1 famous . line upon the miracle at the 

marriage feast in Cana2 ? — 

Nympha pudica Deum vidit, et erubuit.3 

Only fourteen syilables—and imn1ortality. Now 

,vith seventeen Japanese syllables things quite as 

wonderful—indeed, n1uch more ·wonderful—have 

been done, 11ot once or twice, but probably a thou­

sand . times . • . . . .  , .  However, there is nothi11g wonderful 

in the follow.ing hokku, which have been selected for 

more than literary reasons -: ― 

Nugi-kakuru 
Haori suga ta no 

Kocbo kana !� 

[Like a haorl being taken off—that is the shape of a but< 
terfly !] 

To1:isashi no 
Sao no jama surt1, 

Kocho kana !5 

[..4h, 幼e butte悦y k勺ぅs getting in the -zv砂 oj t. 加 ぶ1'd­
catcheグ's tole /]

註 1.. Richard Crashaw (1 616-49) 英國の詩人。
2. カ・ Jヽ ラ ヤ の カ ナ に て 婚筵に 葡萄酒盛 き 1口 ら を基督が水を

葡萄酒 1こ雙 じ7こ ろ そ の 奇蹟な り 。 新約 約翰f容第二章茎照。
3. The mo.de5t nymph beheld her God, and blushed の 羅典語。

く だけ て 繹すれば The modest water saw its God, and blush­
叫 な り 。 n沖1ph l1 山林水澤 9こ撰み、 上位の 屈用 に 仕ふ る 牛
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ぢや畜 ケ ー ナ の結婚饗宴の奇蹟を 詠んだ ク レイ シ ョ .... の

有名 な句 ほ ど う だo一一

お と な しの ニ ム フ 紳見つ 恥 ら びつ

たつた十四綴昔 6 ーー しか も 不朽の文字であ る 。 と こ ろ

が 日 本の十七文字では 、 こ れ と 全 く 同 じな 不恩議な事が

一いや 畜 も つ と 不恩議な事が 一ー 一度や二度では無い ｀

恐 ら く 千度 も こ れ ま で 為 さ れて居 る 冒 … … … と は いふが、

次に掲 ぐ る ホ ツ ク に は 、 こ れは文學的な理由 だけ で無 く

他の多 く の理由で選捧 したので畜 何 等 驚 嘆すべ き も の を

脊つて は居な いoー一

脱 ぎ か げ る

羽 織 す が た の

湖 蝶 か な

鳥 さ し の

竿 の 邪 魔 す ろ

湖 蝶 か な

酔半人 の少女に て水の精な り 。 此の旬に て は nympha は 二
重の意味を有て り 。 一 つ l1泉 さ い ふ意昧、 一つ に水の精さ
いふ意昧な り 。

4• 作者 は 乙州。 5・ 作者不明、 但 し我 々 日 本人の眼 よ り 躙
て雨旬 さ t 甚 し き駄旬な り 。

6. 英語に て十四綴音な る こ こ 言な侯t:す。
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Tsurigane ni 
Tomarite nemuru 

Kocho kana ! 
[Perched 砂on th� tem_, が'e-bell, the buヽte悦y sleeps :] 

Neru-ucbi mo 
Asobu-yt1me wo ya― 

Kusa no cho ! 
[ Even wklle sleeping, i"ts dream is of play一叫， the b砂

te悦y of the grass l] 

Oki, oki yo ! 
Waga tomo ni sen, 

Neru-kocko ! 
[ Wake 叩 ! wake � がーI 孤II nzake thee ,ny conirade, thou 

sleeping !Jutte悦y.]

Kago no tori 
Cho WO urayamu 

Metsuki kana ! 
[ Ah, the sad expresslon in the eyes of that caged b-lrd I— 

envying· the butte悦y !] 

Cho tonde— 

Kaze naki hi to mo 
Miezari ki ! 

[.E1ッen t加ough it dld not appear to be a -zり切dy · daッ， 加
fluttering of the b血＇句1lesー ！］

註 I .  作者蕪村。 さ して 好旬 に t あ ら す。
2・ 作者護物。 3・ 作者芭蕉。
4・ 作者不明。 旬(1甚tt月 並な り 。
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釣 鐘 に

さ ま り て 眠 ろ

瑚 蝶 か な ｀

襄 ろ う ら も

遊 ぶ 夢 を や

草 の 蝶2

起 き よ 起 き よ

我 が 18 I こ せ ん

康 ろ 瑚 蝶S

、 籠 の 鳥

蝶 を 羨 む

目 付 き か な曇

蝶 さ ん で

風 な さ H さ t
見 え ざ り ¥

5・ 作者瞭壼。 先生の繹 は原意 さ 少 し く 異れ り 。原意(t There 
are fluttering butterflies. It does not appear to be a windless 
day. な り 。
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Rakl{wa eda ni 
Kaeru to mireba― 

Koch6 kana ! 

[ Whゅ I saw the fallen flower return to tkt orantn, —lo / 
£t was only a butte悦y I] 

Cbiru-hana ni― 
Karusa arasou 

Koch5 kana ! 

[ How the butterfly sttives to compete in lightness w磁
the /alllng jlowets I] 

Cho cho ya ! 
Onna. no mich i no 

Ato ya salri ! 

[Seヽ that b1,tteifly on the woman's pa幼，—noiv jlutteれ
r

ng
beh£nd her, now before I] 

Cho cbo ya ! 
Hana-nusubito wo 

Tsukete-yuku l 

[Ra ! the b叫¢汎ry I—it is folli匹初'.K the person 叫o stole 
the flowers I] 

Aki no cbO 
Tomo 11akereba ya ; 

Hito ni tsuk·u. 
(Poot 暉tunin bzヽtt勿紗 I when lift without a conzrade (of 

, rts own race;, itfdllows after man (01 "a person ")  l] 

註 I。 作者守武。 2・ 作者春海。 3· ー 作者素園o

4・ 作指丁濤。 5・ 作者 PJ都里。
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落 花 枝 に

か へ ろ さ 見 れ ば

瑚 蝶 か な 1

散 る 花 に

軽 さ 争 ふ

瑚 蝶 か な 9

蝶 々 や

女 の 足 の

後 ゃ 先3

蝶 々 や

花 ぬ す び さ な

瞑 げ て 行 い

秋 の 蝶

友 な げ れ ば や

人 に 附 く 5

5 書 の 原意 {1 when left に は 非す。 Bereft of a comrade ? 0, 
it follows after n1an ! な り 。
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Owarete 1no, 
Isoganu furi no 

Chocho kana ! 
[Ah, the but位灼 ・1 万'ven when chased, z"t n幻グ has 加

az"r of being in a h仰ry.]

Ch ― o wa m1na 
Jit1-sbichi-hachi no 

Suga ta kana ! 
[As fi⑰ butte,jlles, tんe;1 all have the appearance of being 

about sev頃teゆ 0ゲ eighteenyears old.] 

Cho tobu ya― 

Kono y o no uram1 
Naki yo 11i ! 

How the butt, 句fy sports, —-just as if there we'/'4 no enmit: ッ
（砂 " envy ") i'n this -zvorld l] 

Chli tobu ya 
Kono · y · o n1 nozom1 

Nai yo ni ! 
[Ah, the butte悦ry I—it spoガ'.r abot、t as if it had nothing 

1note to desire i"n this present state of eぷ'stence.]

Nami no hana ni 
Tomari lranetaru, 

Kocho hana ! 
[Havi"ngfo仰d lt difficulバndむd to �ere h 11:pon the (f oa加）

l,/ossoms of t加 wa加s,—alasfoバ�e 如tt叱み ！］
.,..,.""--

註 I・ 作者 は我棄。 2・ 作者 は 三津人。 3・ 作者不明 。
4• f耀 は 一茶。
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追 lt れ 、く も

い そ が わ ふ り の

瑚 蝶 か な 1

蝶 l! 皆

十 七 入 の

姿 か な 2

蝶 さ ぶ や

此 の 世 の う ら み

無 き や う l こ 畠

蝶 さ ぶ や

此 世 に 望

舗 い や う に 奮

波 の 花 に

5・ 作者は文品e

さ ま り か れ fこ ろ

瑚 蝶 か な S

.�..._....... 
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l\ft1tsumashi ya ! — 

Um are-ka waraba 

Nobe no ch o. 
[ If (in our next existence) we be born into the state of l ut• 

e1·/l/es upon the nioor, t知 炉chance we m�y be 加が、JI
together /] 

Nadeshiko ni 

Chocho shiroshi― 

Tare no ta1na t 
[On the pln的f/o,zvet t. んere is a 切hite 如tt句砂 : whose .s; が,it,

I wondeバ］

Ichi-nichi no 

Tsu n1a to miekeri— 
Cho · futatsu. 

[The one-d�y wife has at last � 炒eared―a pair of butteた

flies I] 

Kite wa mau 

Futari shidzuka no 

Kocho kana ! 

[Approac枷'g they dance ; but w畑 加 two 1neet at last 
加:Y are v々y quiet, the butt勺'lies !]

Cho wo ou 

Kokoro-mochitashi 

Itsnmademo ! 
[ Would that I might ahuays have t/UJ heart (desiだ） <!I e力as­

lng buttゥ知s I] 
.. ._-、--、.,,,-._�·

註 I ・ 作者 一 茶。 I ・ 原意は How happy those butterflies ! If 
we should be reborn, (I wish we might be born) as butterflies 
in the field な る べ L。

2・ 作者 は 子規。
3・ 作者 は蓼太。 3· の 原意(1 1"'he pair of butterflies ! 1"he 

female one appears to be one-day wife. な る べ L。 4· は
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睦 L ゃ

生 れ、 か は ら ば

野 邊 の 蝶1

撫 子 に

蝶 々 自 L

誰 の 魂2

... B の

妻 さ 見 え け り

蝶 -� っ 3

来 て は 舞 ふ

二 人 静 の

瑚 蝶 か な ‘

蝶 を 追 ふ

心 も ち t: L 

い つ ま で も 5

此の 旬を提供せ L人が原意を解せ ざ り し も の な ろ べ し 。 静
l1 静御 前 な り 。 三吉野 勝手の 明扉申の 扉申事の B に 静の 霊
現(1れ来 り 、 若葉摘の 女 に 弔を頼み、 疑t:t れ し な恨み て 夏
に 現れ来 り 、 紳官 に 所望せ ら れ -c 菜摘女 ご 相舞に 舞 ひ f逍
さ の博説あ り 。 そ の 所謂「二人静」のや う に 来て は舞ふ瑚蝶
ょ 、 こ の意な り 。 此作者 lt月 化。 5・ 作者 は杉長。
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Besides tbese specimens of poetry about butter­
flies, I have one queer example to offer of Japanese 
prose literature on the same topic. The original , of 
which I have attempted only a free translation, can 
be found in the curious old book Mushi-Isame (" !11-
sect-Admonitions ") ; and it  assu1nes the form of a 
discourse to a butterfly. But it is really a didactic 
allegory, —suggesting the moral significance of a 
social rise and fall : ― 

" Now, under the sun of sprin-g, the ,vinds are 
gentle, and flowers pinkly bloom, and grasses are 
soft, and tbe hearts of people are glarl. Butterflies 
everywhere flutter joyously : so many persons now 
compose Chinese verses and Japanese verses about 
butterflies. 

" And this season, 0 Butterfly, is indeed the 
season of your bright prosperity : so comely you now 
are that in the whole world there is nothing more 
comely. For that reason all otber insects admire 
and envy you ; —there is not among them even one 
that does not envy you.. Nor do insects alone regard 
yo11 with envy : men also both envy and admire you. 
Sosbii of China, in a dream, assumed your shape; — 
Sakolcu of Japan, after dying, took your form, and 
therein n1ade ghostly apparition. Nor is the envy 
that you inspire shared only by insects and 1nankind : 
even things vvithout soul · change their form into 
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蝶に 闘 した 詩の 如上の 見本の外に 、 同 じ題 目 での 日 本

の散 文 學の 珍 ら し い 一例 を 自分は 提供 した い。 自分は

た ゞ そ の 自 由謁 を 試みた の だが� 原文は ム シ イ サ メ （虫

諌） と いふ珍奇な 古本に 見出す と が 出来 る 。 こ れは蝶に

向 つ て談論 を して居 る 形式 を 採つた も の で あ る 。 然 し質

際は 、 社會の 浮沈の 道徳的 意義 を暗示 した 、 教訓的讐喩

談で あ る 。一

『扱て 、 春の 日 の下に 、風は穏やかに 、花は淡紅ゐ に 咲 き 、

草は軟か く 、 人 々 の心 は 喜ば しい。 蝶は到 る 虞 に嬉々 と

して翔 り 飛ぶo 蝶の と を ば 随分 と 多 く の人が 或は漢詩に

う た ひ和歌に 詠む。

『 そ して今の季節は 、 嗚呼蜘蝶 よ .. 質に お前の得意な繁

榮の時節だ。 お前は 質 に 今は美 し く て 、 全泄界に お前ほ

ど美は しい も の は無い程だ。 そ の為 め に他の虫が 皆ん な

お前 を 賞 め て美んで居る 。 お前 を美ま ぬ も の は 一人 も あ

り やせぬ。 ま た 虫だ けがお前 を 羨む の では 無い 言 人間 も

ぉ前 を羨んで賞 め て居 る 。 支那の 荘周は夢 に お前の姿 を

採つた。 日 本の 佐國1 は 死んでか ら お前の 姿 を 執つて 。

幽露に な っ て 現は れた。 お前が起 こ す羨の念は 、 た ゞ 虫

と 人間 と が 有つ て る だ け では無い 、 魂の 無い物 ま で そ の
ヘ,.,,,....__,,,-.__..,._,ヘ—

註 1 ・ 装心集9こ 載 り 居 る こ さ 既 に註せ り 。
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yours ; —witness the barley--grass, which turns into a 

butterfly. 

" And therefore you are lifted 11p with pride, and 

think to yourself. ' In all this world there is nothing 

superior to 1ne ! ' Ah ! I can very well guess what 

is in your h-eart : You are too much satisfied with 

your own person. · That is why you let yourself be 

blown thus lightly about by every wind ; —that is 

why yot1 never remain still, —always, always think­

ing : ' In the whole wo1·ld there is no · one so for­

tun ate as I. ' 

" But now try to think a little about your own 

personal history. It is worth recalling ; for there is 

a vulgar side to it. How a vulgar side ? Well, for a 

considerable time after you were born, you had no 

sucl1 reason for rejoicing in yo11r form. You were 

then a mere cabbage-insect, a hairy worm ; and you 

were so poor that you could not afford even one robe 

to cover your nakedness ; and your appearance was 

altogether · disgusting. Everybody in these days 

hated the sight of yot1. Indeed yot1 had good reason 

to be ashamed of yourself ; and so ashamed you 

were that you collected old twigs and rubbish to 

bide in , and you u1ade a hiding-nest, and hung it to 

a branch, —and then everybody cried out at you, 

" Raincoat Insect ! (Minomushi.) And during that 

period of your life, your sins were grievous. Among 
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形を お 前 の姿に雙へ る 。 ーー 大変 を 見 よ 、 蝶に成 る では

無いか。1

『だか ら お前は 高慢にな つ て斯 う 思つて居 る 。 「お よ そ

此世に自 分に 優 る ものは何 も 無い」。 お前の心の 中は大抵

推察 が 出来 る 。 お前 は 自分 の身に満足 し 過 ぎて 居 る 。

だから こ そ お前は ど んな 風に も軽々 と 吹かれて飛ん で居

る のだ。 だか らお 前 は 、 いつ も 、 い つ も 「お よ そ 此枇に自

分ほ ど 幸輻な 者は 無い」 と 考へて ― ちつと も 、 じつと

し て は居ない の だ。

『だがお前の身の 生立を少 し考へて見た ら よ か ら う 。 懐

ひ 出 し て見 る 憤値が あ る 。 お前の 生ひ立には下等な方面

が あ る の だ か ら 。 ど う して 下等な方面 な ん か と お前は言

ふだ ら う 。 ぅ ん 、 お前が生れて か ら 後随分 と 長い間 、 お前

の姿を 嬉 しがるや う なそ ん な 理由 は ち つ と も 無かつた の

だ。 そ の時分は お前は 唯の菜虫 、 毛の生 えた地虫だった。

お 前 は裸身を蔽ふ一枚の衣物さ へ有て ぬ位に貧乏だつた。

そ して お前の姿は質に胸が悪 る く な る や う な も の だつた。

そ の時分には誰も お前を見 る ど をい やがつた。 質際 自分

を恥か しが る のが尤 も だった。 お前は恥か しさ の餘 り 、 そ

の 中へ隈れ る や うに小枝や屑を集 め て し 隠れ場 を 造つて 、

そ れを枝へ吊 る した。 す る と 皆んなが 「簑虫だ 々 々 」 と お
ヽ . ,---.....,-....,_,,-...........,__,.....__.,,,......,__,,�、..r,.._;

註 1 .  捜稗記 さ い ふ書 に 、 朽葦為こ>、 参為瑚蝶 さ い ふ旬あ り 。
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tbe tender gree霞 leaves of beautiful cherry-trees you 
and your fellows assembled, and there made ugl iness 
extraordinary ; and the expectant1 eyes of the people, 
who came from far _away to adn1ire the beauty of 
those cherry-trees, were httrt by the sight of you. 
And of things even more hateful than this you were 
guilty. You knew that poor, poor men a11d women 
bav.e been cultivating daikon in their fields, —toiling 
and toiling under the hot sun till their hearts were 
filled �·ith bitterness by reason of having to care for 
that daikon ; and you persuaded your· con1panions to 
go with you, and to gather2 upon the leaves of that 
daikon, and on the leaves· of other vegetables planted 
by those poor people. Out of your greediness you 
ravaged those leaves, and gnawed3 them into all 
shapes of ugliness, —caring nothing for the trouble of 
those poor folk . . • .  ……Yes, such a creature you were, 
and such were your doings. 

" And now tbat4 you have a comely form, you 
despise your old comrades, the insects ; and, when­
ever you happen to meet any of the1n, you pretend 
not to know them. Now you want to have none 
but wealthy and exalted people for friends…. .. . . . Ah ! 
you have forgotten the old times, have you ? 

' ' It is true that many peoJlle have forgotten 

註 1 . Looking forward with confidence. 
2 .  こ > で は 自 動詞

。
con1e together の意。
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前 を 囃 し立てた も の だ。 そ して ま た お前の 一生 の う ち

の共時代は 、 お前の罪は賓に深い も のだつた。 美 し い 櫻
の木の柔い青葉の間へお前や お前の朋輩が集つ て来て 、 何
ん と も 云へぬ醜い 様 を 見せた。 櫻の美 し さ を 讃 め に遠方
か ら 来た 、 嘗 に して居た 人逹の眼は お前 逹 を 見て い や に
恩つた。 それか ら 、 こ れ よ り も も つ と 悪 る い位な罪 を お
前は犯 し て 居 る 。 お前 は知つて ゐ よ う 、 貧乏な 貧乏な 男
ど も 女 ど もがそ の畑で大根 を 培養 し て 居た ど を 。 そ の大
根の 泄話 を し な き や な ら ぬ の で 、皆ん な の心は辛 い苦 しい
と 恩ふ念で一パ イ に な る位、 暑い 日 の下で骨折つて働 い
て働い て 居た と を 。 だの に お前は朋輩 に勧めて お前 と 一

所に そ の 大根の葉の 上に 、 それか ら そ の貧乏 な 人逹 が 植
ゑた他の野菜の葉の上に集 ま ら せた。 そ して お前の貪慾
か ら そ の葉 を荒 ら し 、 それ を 咬んで色ん な 醜い形 に した
—そ の 貧乏人 の苦努 を 少 し も 顧みすに。 … … … さ う だ、
そ ん な者だつた お前は。 そ ん な こ と を お前は した の だ。

『虐が今は美 く し い姿 を して 居 る も んだか ら 、奮友 を 、 虫

を 、 お前は軽蔑す る 。 そ して 、 た ま 々 々 そ の う ち の誰れか
に遇ふ と 、 いつ も お前は知 ら ぬ顔 を す る 。 今ぢ や お前は
友人 に は金の あ る地位の高 い 人だ け 有た う と す る 。 ……• • •
憶、 お前は古昔 を 忘れたの だ。 ぇ 、 さ う かい。

『尤 も 、 お前の 過去 を 忘れて 、 今の お前の 優 しい 姿や
_,--、---------------�ヘ へ

3. gnaw l:t 厳密 に 云 へ tf bite off l ittle by li ttle な り 。
4. now that=since ; seeing that. 
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your past, and are charmed · by the sight of your pre­
sent graceful shape and white wings, and write 
Chinese verses and Japanese verses about you. The 
high-born damsel , who conld no t bear e ven to look 
at yon in yottr former shape, no'\v gazes at you with 
delight, and wants yo11 to perch upon her hairpin , 
and holds out her dainty fan in the hope that you will 
light upon. it. But this reminds me that there is an 
ancient Chinese story about you, which is not pretty. 

" In the time of the Emperor Genso, the Imperial 
Palace contained hundreds and thousands of beautiful 
ladies, —so many, indeed, that it would have been 
difficult for any ma11 to decide wh.ich among then1 
was the loveliest . So all of those beautiful persons 
were assemhled together in one ·place ; and you were 
set free to fly among them ; and it was decreed that 
the damsel upon whose hairpin you perched should 
be augustly sun1mo11ed to the Imperial Chamber. In 
that time there could not be n1ore than one Empress 
—which was a good law ; but, because of you, the 
Emperor Gens5 did great n1iscbief in the land. f'or 
your mind is light and frivolous ; and although 
among so many beautiful women there 1nust have 
been some persons of pnre heart, �von vvould look for 
11othing but beauty, and s )  l)etook yourselい to the 

・.,,,-..._,..._, ヘ--- 、,...,--.. — --. .,, 

註 1. to betake oneself 身を 寄せ ろ 。 赴 く 。
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白 い翅を 見て 魅せ ら れて 、 お前の ど を 漢詩に つ く つた り

歌 に詠ん だ り す る 人 が澤 山 に 在 る 。 お 前の前の 姿だった

ら お前 を 見 る ど さ へ 到底 も 出来な か ら う と 思へ る 高位の

乙女子が、 今は 喜んで お前 を 眺 め � 自 分の 特に と ま つて

臭れ 刈 ば 好い と 思ひ 、 降 （ お） り て と ま つて 哭れ る か と

そ の綺麗な 扇 子 を 差出 した り さ れ る 。 さ う 言へば 想 ひ 出

すがお前に 就い て の 支那の話が あ る 。 好い話ぢ やな い。

『玄宗皇帝の御泄に 、 宮 中 に は 幾百幾千 と い ふ美 しい婦

人 が居 ら れた。 餘 り に敷が多 い の で 、 そ の う ち 誰が 一番

可愛 ら しいか誰に も そ れ を 決 め る と が六か しい位だった。

そ こ で そ の美 し い 人 を 皆ん な ー と と こ ろ へ集 め ら れた。

そ して そ の 中 へお前 を 放 して 飛ばせ ら れた。 お前が そ の

人 の 管の 上へ と ま つた 乙 女 を 帝 （ み か ど） の お部屋へ

お召 し に な る ど に定め ら れた。 そ の時分、 妃は 二人 あ っ

て は な ら ぬ ど に な って 居た。 それは 結構な 律で あ つた。

と こ ろ がお前の為 に 、 玄宗皇帝は そ の 國へ非常な 禍を加

へ ら れた。 と い ふ は 、 お前の心は軽 く て 不鍵面 目 だ。 そ ん

な に 澤山 の美 く し い 女の中 に 、 心の清い人 が 幾人 か あ っ

た に 相違無い の に 、 お前は 美 しい と だ け 見や う と した。

そ こ で お前は外観 （ み かけ） で 一番 に 美 く しい 人 の虚ヘ

行った。 そ の為め近侍の 女逹の多 く は婦人の踏むべき正
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" Now, in this spring season, while you sportive­
]y dance through the ga1 .. dens of the '\.vealtby, or 
hover among the beautiful alleys of cherrJ,..-trees in 
blosson1, yott say to yourself : ' Nobody in tbe world 
has sucb pleasure as I, 01· such excelle1it friends. And, 

in spite of all that 11eople may say, I most love the 
peony, ―and the golden yellow rose is my own darl­
ing, and I will obey her every least behest ; 1 for that 
is my pride and my delight. ' . … . . . . . So you say. .But 
the opulent and elegant season of flo,-vers is very 
short : soon they will fa de and fall. Then, in the 
tin1e of summer heat, there will be green leaves only ; 
and presently the winds of autumn will bl ow, when 
even the leaves themselves will shower down like 
rain, parari-parari. And your fate will then be as 
the fate of the unluclcy in the proverb, Ta11omi ki no 
shita ni ame fu1 .. u [Even through the tree on which ] 

relied for shelter the rain leaks down] . For you will 
seel{ out your o]d friend, the root-cutting insect, the 

grub, and beg him to let you return into your old­

time hole ; —but now having wings, you "\Vill not l)e 
able to enter the hole becat1se of them, and you 
will not l)e able to shelter your body anywhere 
bet\veen heaven and earth , and all the moor-grass 
will then ha"\-... e withered, and you will not have even 

庭 behest = co1nn1and・ 詩 に用ふ る 語な り 。
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『 と こ ろで、 此の春の時節 に 、 お前は富者 （かね も ち ） の

庭園を じ ゃれて 踊 り 歩る いた り 、 花 盛の 櫻の 美 しい小路

の 中 を さ ま よ つた り し な が ら 、 斯 う 恩つて居る。 「此の廣

い祉昇に 、 自分ほ どの 愉快を 有つて 居 る も の 、 自 分が 有

つて る や う な 立派な 友逹を有つて居る者は 一人 も あ り は

せぬ。 そ して 人が何ん と 言は う と も 、 自分は芍葉が 一番

好 き だ 、 ― それか ら 金 色の 黄薔薇は 自 分 獨 り の 寵人

（ お も ひ も の ） だ。 ど ん な 一寸 した命令 （ い ひつ け） も 皆

ん な 聴い て や ら う。 あれは 自分の 自慢 も の畜 自分の好 き

な奴だから」。 左 う お前は言ふ。 だが 裕かな 美 しい花の

時節は短い もの だ。 直 ぐ に枯れて 落ち る。 それか ら 、 夏

の暑い 頃 になる と 、 青葉だ け に成る。 そ して やがて 秋風

が吹 く と 、 その葉す ら も 雨のや う に バ ラ リ パ ラ リ と 落ち

る。 そして お前の運命は左 う な る と 、 ク ノ ミ キ ノ シ タ

ニ ア メ フ ル と いふ 諺の 中 に あ る不幸な 人 間の運命 と 同

じに な ら う 。 と いふ諜は 、 お前は薔友を 、 根を切る 虫を、

地 虫 を 、 探 して 、 昔の 穴へ 跡らせて 哭れ と 頓むだら う 。

と こ ろ が今お前は翅を 生や して 居る か ら 、 翅 あ る が為 め に

穴へはい る ど が 出来ぬ。 ま た 天地の 間 何虞へ も 身を隠 ＜

す と が出来ぬ。 そ して その時分に は 沼草 も 皆んな枯れて
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one drop of dew with which to moisten you� to11gue, 
―and there will l)e nothing left for you to do but to 
lie down and die . All because of1 your light and 
frivolous2 heart—but, ab ! how lamentable an end !' H 

． ． ．． ． ． ． ． ．  

III 

Most of the Japanese stories about butterflies 
appear, as I have said, to be of Chinese origin. But 
I have one which is probably indigenous ;8 and it 
seen1s to me worth telling for the benefit of persons 
who believe that there is 110 " romantic4 love " in the 
Far East. 

Behind the ce1netery of the temple of Sozanji,6 in 
the suburbs6 of the capital , there long stood a solitary 
cottage, occupied by a11 o]d man named Takahan1a. 
Ile was liked in the neighborhood ,  by reaso11 of his 
amiable7 ways ; lJut almost every body supposed him 
to l)e :.t little m.ad. Unless a man take the Buddhist 
vows, lie is expected to n1arry, and to bring up a 
family. But Takahama did not belong to the relig­
ious life ; and he could not be persuaded to n1arry. 
Neither had be even been known to enter it1to8 a love-

、J,,,. �--、ノ・-- - -..,.r-,.� 

註 1 . All because of= This is all because of. 
2. Characterized by unbecoming levity. 

3. indigenous= native ; not exotic. 
4. ro1nantic = extravagantly enthusiastふ
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し まつて 居 る し、 舌を潤ほ す 一滴の露 も 吸ふ ど が 出来な
か ら う 。 ーー す る と お前 に は イトれて 死 んで し ま う ほ か
為 （ す） る ど が 残つて 居 ら ぬ ど に な ら う 。 こ れ 線て お前
の 軽薄 不箕面 目 な 心の致す 慮だ。 ー一 臆、 何ん と いふ
憫れな最期だ ら う ！』………

―
-
I

 

蝶に 闘 した 日 本の 物語の 大半は 、 既に 述べたや う に 、
支那起源の も の い や う に思へ る 。 だが 多分土産か と 恩ヘ

る のが一つ あ る 。 極東 に は ロ マ ン テ イ ツ ク な 懲は無い と

信 じて 居 る 人逹の為 め に語 る 債値が あ る や う に 自分に は

恩へ る 。

東京の場末の ソ ウ サ ン ジ と い ふ寺の墓地の後 ろ に 、 高

濱 と いふ老人 が住居つて た小 さ な 一軒家が あ った。 愛想
の い ＼ 人 だつた の で 近虞の 人 に 好かれて 居たが、 殆ん ど

誰 も 彼 も 此男 を 少 し氣が狂つて 居 る と 想つて 居た。 僧侶

の誓約 を した な ら い ざ知 ら �- 人 は誰 も 結婚 を す る も の 言

そ して 一家の者 を 養つて行 く も の と 思はれて 居 る 。 と こ

ろ が 高 濱 は 宗 敦生 活 を 送つて 居 る 人 間で は な かつた。
だが い く ら 勤め て も 妻 を 貰は う と は しな かつた。 ま た �

ど ん な 女 と も 懸の闊係の あ つた と を 聞いた者 も 無かつた
-�、

5・ 所在欝者 に は 不明 。
6. in a suburb � あ る し 可 な ろ べ l 。

7. amiable = friendly ; kindly- ; amicable. 
8. enter into 興か る 、 加は る 、 は ひ る 。
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relation with any woman. For more than fifty years 
he had liverl entirely alone. 

One su111n1er he fell sicl{, and kne,v that he  bad 
not long to live. He then sent for his sister-in-law, a 
widow, and for her only son, —a lad of alJout twen­
ty years old, to whom h e  was much attached . Both 
promptly came, and did whatever they could to 
soothe tbe old man 's last hours. 

()ne sultry after11oon, while the widow and her 
son were watching at his bedside, rral{aba1na fell 
asleep. At the same moment a very large white 
l)utterfly entered the room, and perched upon the sick 
tnan's 11illow.  The nephe"\iV drove it away with a 
fan ; but it returned itnmediately to the pillow, and 
was again driven away, only to come back1 a third 
time. 1'hen the nephew chased it into the garden, 
and across the garden, through an open gate, into tbe 

ce1netery of the neighboring temple . But it continued 
to flutter l,efore him as if unwilling to be driven further, 
and acted so queerly th at he began to wonder whet h­
er it was really a butterfly, or a ma . Ile again 
chased it, and followed it far into the ce1nete ry, until 
he sa,v it fly against a to tnlJ, ―a wo man 's tomb. 
There it  unacc-ountably disappeared ; and he searched 
for it in vain. Ile then examined the monu1nent. It 

註 I .  to come back の to は結果な言 ひ あ ら は す 不定法。
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ので あった。 か く て 五十年以上 全 く 獨身で暮 して居た の
で あ った。

或 る 夏の 日 の ど 、 病氣 に 罹つた。 そ して 長 く は 生 き て 居
れぬ と 知つた。 そ こ で 、 寡姉に な つて 居た そ の義理の妹 と

そ の 一人息子―高濱が好いて 居た 、 二十歳許の 青年―

と を 呼びに やつた 。 二 人 は 直 ぐ と 来て 、 此老人の末期 を
慰め に 出来 る 限 り の ど を した。

或 る 蒸暑い 午後の こ と 、 そ の 後家 さ んと 息子 と が 病床

で 看護 して居 る う ち に 、 高濱は 眠つた。 と 同時に非常に

大 き な 白い 蝶が 一匹部屋へ は い つて 来て 、 病人 の枕へ と

ま つた。 甥は扇子で彿ひの け た が ＂ 直 ぐ枕へ還つて 来 る 。

ま た逐ふて も 、 ま た錦つて 来る ばか り で あ つた。 そ れか ら

甥は 追つかけ て 庭へ出で 、 庭 を 横切 り 、 開いて た門 を通ほ

り 抜け 、 近虞の そ の寺の墓地へ行 った。 と こ ろ が、 遠 く へ

追はれ る の を い やが る や う に ＂ い つ も 彼の 前の虞 を 飛び°

廻つて 、 い か に も そ の素振が 轡な の で 、 蝶 だ ら う か 、 そ

れ と も 腱だ ら う か と 、 不審に恩ひ 出 した。 ま た も 追つか

け て すつ と 墓地の 中 ま で随 （つ） い て行 く と 、 と あ る 墓の

と こ ろ を 一女の墓の と こ ろ を 一飛んで る のが見 え た。

す る と 不恩議 に も そ の姿が見 え な く な つた。 い く ら 探 し

て も 居な い。 そ れか ら そ の石塔 を 調べて 見た。 あ ま り 聞

き 慣れぬ 姓 と 共に 、 ア キ コ と いふ名が あ つて 、 ア キ コ は
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bore the personal name '' Akiko," together with an 
unfamilar family name, and an inscription stating 
that Akiko had died at the age of eighteen . Ap­
parently the tomb had been erected about fifty years 
previously : moss bad begun to gather upon it. Bnt 
it bad been well cared for : t here were fresh flowers 
before it; and the water-tank had recently been 
filled. 

On returning to the siclc room, the yo11ng man 
was shocked by the announcen1ent that his uncle had 
ceased to breathe. Death had come to the sleeper 
painlessly ; and the dead face smiled . 

1'he young man told bis mother of what be had 
seen in the cemetery. 

" Ah !  " exclaimed the widow, " then it must 
have been Akiko ! " . . .  …… 

" But who was Akiko, mother ? " the nephew 
asked. 

The widow answered : ― 
' ' When your good uncle was young be was 

betrothed to a charming girl called �.\kiko, the 
daughter of a neighbor. Akiko died of consumption, 
only a little before the day appointed for the wed­
ding; and her pro1nised husband sorrowed greatly. 
After Akiko had been buried, he rnade a vow never to 
marry ; and he built this little house beside the ceme ... 
tery, so that he 111.ight 1Je always near her grave. All 
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十八の歳 に 死ん だ と いふ こ と も 彫つ て あつた。 見た と こ

ろ 確に 五十年許 り も 前に立て た石塔 ら しかつた。 苔がそ

れ に つ き 出 し て 居 つた の だ。 だ が 能 く 手 嘗 が して あ っ

た。 前 には新 ら しい花が供へてあ り 、水槽の水は近い 頃 一

パ イ に し た も の だつた。

病人 の 部屋へ 蹄つ て来る といふと、 叔父が 呼吸 を しな
く なった と 聴か さ れて こ の宵年は 吃驚 した。 死は 此の眠
つ て居た 男 に苦痛無 し に 来た ので あ つた 。 死に顔は 微笑
し て居た。

青年は墓地で見た と を そ の母に 語った。

『あ り 』 と後家さ んは 叫ん だ 『ぢ やあ、 ア キ コ だつた に
違ひ無い』………

『ア キ コ つて 誰で すか、 おつか さ ん』 と甥は尋ねた。

後家が答へ る には 、

『此の お前 の 叔 父 さ ん の 若い 時 分に、 お叔父 さ んは 、

近虞の 人の 娘で、 ア キ コ といふ名 の 可愛い ＼ 娘 と 許嫁

（ い ひなづけ） さ れた。 が結婚の約束の 日 の ほ ん少し前に

ア キ コ は 肺病で 死んだ。 そ の 子が 一所にな る 筈だつた

亭主の こ の叔父 さ んは 大愛悲 し ま れた。 ア キ コ を 埋めて

か ら 一生妻は 貰は ぬ と 誓は れた。 そ し て い つ も 墓 に近 く

居れ る や う に 、 あ の墓地の近 くに 此小家 を 建て ら れた の
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this happened more tha11 fifty years ago. And every 
day of those fifty years—winter and summer alike— 
your uncle went to the cemetery, and prayed at the 
grave, and swept the ton1b, and set offerings before 
it. But he did no t lilre to have any mention made of 
the 1natter ; and he never spoke of it . . . . . . . . .  So, at 
last, Akiko came for him : the white lJutterfly was 
her soul." 

IV 

I had al111ost forgotten to mention an ancient 
Japanese dance, called the Butterfly Dance (Koch6-
Mai), which used to be performed in the Imperial 
Palace, by dancers costumed as butterflies. Whether 
it is danced occasionally nowadays I do not l{nO\V. 
It is said to be very difficult to learn. Six dancers are 
re quired for the proper perfor1nance of it ; and they 
must 1nove in particular figures, —obeying traditional 
rules for every step, pose, 1 or gesture, 2―and circling 
about each other very slowly to the sound3 of hand­
drums and great drums, small flutes and great flutes, 
a11d pandean pipes4 of a form unknown to Wes tern 
Pan.5  

誌 I . pose = attitude or pos1t1on. 
2. gesture は思想惑情を表示 す ろ 身睦四肢Q) motion な り 。
3. to the sound 音 に 合 せ て 、 な り 。
4. Pandean pipes = Pan's pipes 笙 に 類せ ろ 楽器。
5. Pan 森林羊 等 の紳。 音棄 む 舞踏 さ を好み し こ 稲 せ ら ろ 。
6. 瑚蝶 は 所謂唐楽 に あ ら で、 高麗楽に て 、 四拍子、 拍子十
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だ。 そ り や も う 五十年 よ り も つ と 前の事だ。 そ の五十年

の鋸 日 々 々 ー一 冬 も 夏 も 同 じや う に 一� お前の叔父 さ ん

は墓地へ行つ て い 墓 を 拝ん で、 石塔 を 掃除 し て � そ の前へ

お供物 を し て や ら れた。 だが そ の 事を 人 に言はれ る の が

嫌ひ で 、 ー と こ と も そ の事 を 口に さ れな かつた 、 … … ． ． ． ． ． ．

ぢ や ＂ 到頭、 ア キ コ が 迎ひ に 来た の だ。 あ の 白 い 蝶は

ア キ コ の魂だつた の だ』。

四

も 少 し で 言ひ忘れ さ う だつたが ＂ 鯛蝶の 舞 と い ふ 日 本

の古い舞6 が あ る 。 宮 中 で演 じ ら れた も の で、 舞手は 鋤蝶

の や う な 服装 を し ょ った も の だ。 今 日 で も 時折 演ぜ ら れ

る か ど う か自分は知 ら ぬ。 覺 え る のが 仲 々 六つか しい と

い ふ話だ。 本式に演 （や） る に は 舞人が 六 人要 （ い ） る ゜

特殊な 姿閤 （ かつか う ） を して一ー 一度 々 々 の足踏、姿勢�

身振 、 線て傭統的な 規則 に従ひ ― 手鼓 と 大鼓、 小 さ い

笛 と 大 き な笛、 そ れに 西洋の バ ン の知 ら ぬ形の 箇の音に

合せて極 め て ゆ る やか に 互に 旋 り 合つ て 一ー 動 き 廻 ら な

ければ な ら ぬ の で あ る 。
.� 

二の極 め て 絹 う 曲 な り 。 舞 は 童舞 ．な り 。 左 の 舞 に 迦唆頻 あ
vJ -(後 ち 右の 舞 こ し て 演せ ら ろ � が 常 な り 。 舞者 11 tl J 吹 を
挿み た ろ 天冠を 戴 き 、 砲に 大 い な ろ 鳳蝶の翅 炉脊 員 び 、 右
手 に と一 尺餘の 山吹の花束 を 有 ち て 舞 ふ な り 。 先 生 に 舞人六
人 さ 肩B 1) さ れ fこ れ �·、 四人な ろ が 法 な り 。 編者 営 て 宮 内 省
雅究稽古所 に て 観覧 ざ し 折l"1 舞人は 二人な り き 。 二人な
る l1 略式な り 。




